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本状は新型コロナウイルス対策の自転車インフラ整備として以下の3点の早期実現を、1195筆の署名と共に
要望するものです。 

• 車の進入や駐停車を防ぐ何らかの構造物を備えた安全な自転車レーン 
• 車止めによって車の通り抜けを制限した生活道路 
• 停車帯などの空間資源を転用して設ける駐輪場 

交通事故を防ぐため、そしてより良い社会を実現するため、一日も早い対策をお願いします。なお、本状の
内容は当方ウェブサイトやオンライン署名サイトChange.org、ニュースリリース等で公開いたします。 

要望の背景 
新型コロナウイルスの流行で社会は一変しました。公共交通の混雑が忌避され、テレワークや時差通勤が広
がると共に、車や自転車を使う人が増えています。また緊急事態宣言の発出中には電車の混雑が大幅に緩和
し、これまでの混雑の異常さが浮き彫りになったことで、感染リスクに関わらず「満員電車ゼロ」自体を求
める声も改めて高まっています。現在のコロナ禍は、こうした以前からの歪みを見直す好機でもあります。 

そのための有効な手段が、自転車活用推進法の基本理念であり、専門家会議の「新しい生活様式」も推奨す
る自転車利用の推進です。自転車は車に比べて一人当たりの占有面積が遥かに小さく、より多くの人が混雑
を避けて移動できますし、他者を死亡させるリスクが低く、本人にとっては生活習慣病の予防やストレス解
消にもなります。これを後押しするため、私たちは6月から「自転車という選択」についての想いの共有を
核とする #ChooseCycling というキャンペーンにも参加しています。 

しかし都内の自転車ネットワークは混在通行表示やペイントのみの自転車レーンが大半で、路上駐車や信号
待ちの車列に阻まれがちな上、車に追突されて亡くなる方も出ており、安心・安全・円滑な通行環境とは程
遠い状況です。かといって自転車が歩道を通行すれば歩行者の安全を脅かすことになります。 

より多くの人に自転車が選ばれるよう、今こそ、実際に誰もが安心・安全・円滑に通行できる空間の整備が
必要です。これまでのように車の円滑な流れを優先して自転車通行空間の質で妥協することは、公共交通の
混雑緩和を求める声が高まっている今、いっそう不合理なものになっています。ぜひこの機会に見直しをお
願いします。 

自転車通行空間を迅速に確保する海外の都市 
日本と同じくコロナ禍に見舞われた海外では、ボゴタ、メキシコシティ、ベルリン、ミラノ、パリ、ロンド
ン、ニューヨークなどいくつもの都市が、早いところでは３月中旬から、徒歩・自転車での外出を支援すべ
く次のような緊急策を実行してきました [1]。 

• 車道をポストコーンなどで区切って一車線を丸ごと自転車レーンに転換 
• 生活道路に車止めを置いて車の通り抜けを制限 
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これらは車の増加に対する予防策でもあります。外出制限／自粛の解除後に多くの人が車で移動するように
なれば、事故・渋滞の深刻化、排ガスによる健康被害（呼吸器疾患など）や生活習慣病の増加が懸念されま
す。また車は一人当たりの占有面積が極めて大きいため、車に道路空間の多くを割いたままでは密集を避け
て移動できる人の数が限られてしまいます。 

さらに、コロナの収束後も気候変動という巨大な問題が控えています。海外の緊急策の多くはその対策とし
ての側面も持っており、徒歩や自転車での移動を中心とした中長期的な都市計画とも繋がっています。 

国の発表した整備計画では不十分 
日本でも6月中旬に国土交通省がコロナ対策の自転車利用促進施策の一環として都区部の国道・都道におけ
る自転車レーン等の整備計画を発表しましたが [2]、今年度の予定は混在通行が9km、自転車専用通行帯が
8kmのみです。 

これは量だけを見てもボゴタ [3] やベルリン [4]、パリ [5] が既に実現した20～30kmに及びませんし、質的
にも老若男女、誰もが自転車で走れる空間とは程遠いものです。混在通行では車に煽られたり撥ねられたり
する恐怖感・危険性が解消されませんし、専用通行帯も路上駐停車を物理的に防ぐ構造になっていなければ
混在通行と変わりません。実際に誰もが安心して安全かつ円滑に通行できる形態での整備が必要です。 

具体的な要望内容 

どこに？ 
鉄道（都心部では地下鉄）に並行する道路や路線バスが走っている道路への設置が公共交通の混雑緩和に特
に効果的と考えられます。パリはメトロ上の路線 [6]、メキシコシティはバス路線に [7] 車の入らない構造の
自転車レーンを緊急整備しています。 

生活道路における車の通り抜け制限と車道の開放は、徒歩や自転車で移動する人が密集しやすい通りや、飲
食店がテラス席のスペースを必要とする通りなどが候補になります。 

いつまでに？ 
交通事故でこれ以上の犠牲者が出る前に、一日も早い整備が必要です。海外の設置指針は数日～数週間とい
うタイムスパンを示しています。ベルリンでは立案から設置までわずか3日間、平常時の500倍の早さで実現
した例もあります [8]。 

どのように？ 
まずは三角コーンや工事用安全柵などを並べるだけでも構いません。迅速に実現でき、問題があれば修正も
容易です。「簡易的な分離工作物は法的な扱いが難しい」として設置に難色を示す自治体もありますが、未
曾有の事態であることを考慮した柔軟な対応をお願いします。 

こうした仮設自転車レーンの計画・設置方法はベルリンが既に指針化し、Making Safe Space for Cycling 
in 10 Days と題して一般公開しています [9]。交差点での見通し確保やドア衝突防止などの工夫が詰め込ま
れているので、ぜひ参考にしてください。 

アメリカでもNACTOがコロナ対策の道路設計マニュアル、Streets for Pandemic: Response & Recoveryを
公開しています [10]。東京都が2019年に正式な支持を表明したGlobal Street Design Manual (GSDM) [11] 
もNACTOによるマニュアルで、今回の新指針はGSDMのコロナ対策版として参考になります。 
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別添資料 

 
Fabián Todorović Karmelić氏の作品 [12] が風刺する状況は現在の東京にも当て嵌まる。 

 
車の入ってこない自転車レーンと駐輪場の緊急整備イメージ（制作：Chad Feyen） 
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#ChooseCycling の未来図（イラスト：Rapha Japan） 
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自転車レーンの緊急整備を世界でいち早く始めたベルリン [13] 

 
車の街から徒歩・自転車の街への大変革を、コロナを機に加速するパリ [14] 
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従来の自転車レーンは路上駐車に塞がれがちだった（明治通り、渋谷橋付近） 

 
矢羽型路面表示だけでは不安に感じる自転車利用者も多い（第一京浜、札の辻付近） 

 
ポストコーンで簡易的に分離すると安心感が大幅に高まる（都道314号、綾瀬付近） 
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左：都道480号の自転車レーン　右：緩衝帯を備えたニューヨークの自転車レーン 

自転車レーンを駐車帯によって車道から保護したレイアウト。安心感が高く積極的な整備を期待したい。
ニューヨークやベルリンの先行事例のように、ドア衝突を防ぐ緩衝帯を追加するとさらに望ましい。以下の
ページに引用した指針やNACTOの設計ガイド [15] が参考になる。 

 
NACTOによる設計ガイド（部分） [15] 
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ベルリンの指針 “Making Safe Space for Cycling in 10 Days” [9] p. 27 

 
同上 p.28 
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NACTOの指針 “Streets for Pandemic: Response & Recovery” [10] p. 24 

 
同上 p. 26 
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署名キャンペーン 
私たちがChange.org上で実施しているキャンペーン「自転車レーンをつくって３密と事故を防ごう！」[16] 
には本状の趣旨に賛同された方の署名が1195筆集まっています（2020年7月20日現在）。キャンペーン
ページには署名だけでなくコメントも数多く寄せられているので以下に抜粋します。 

「誰もが安心安全に移動できる道にするチャンスですね！」 

「どんどん仮設で実験して欲しいですね。」 

「自転車活用推進法の基本理念にも全く合致「いつやるか？ 今でしょ！」」 

「……タンデム自転車、トライシクル、車いすに取り付けるアダプター式ハンドバイク等が走行できる環境
こそが「全ての人が走行できる環境」の基準になり得ます。……」 

「賛成です。コロナ以前よりも歩道、車道ともに自転車が増えているように感じられるため早めの対策を希
望します。」 

「……自転車という気候環境にもやさしい移動手段に、フェアで安全な走行空間がこれを機に整備されるこ
とを願います。自転車が他の交通と距離を保つことは、歩行者や自動車のドライバー双方の安全と健康を守
ることにもつながります。」 

「自転車の人はみんな、段差や歩行者の迷惑になる歩道など走りたいわけではなく、安全でスムーズなら、
車道を走りたいと思っています。ルールはどうであれ、今は、緊急事態。自動車が少ない今だからこそ、第
一車線を自転車の専用空間にして、緊急事態後も自動車から自転車への転換がしやすいようにしてくださ
い。必ず来ると思われる、第二波に備えるためにも。」 

「自動車に煽られること無く、環境にも良い乗り物をスポーツとして、通勤として使いたいです。時間帯に
よってでも良いので、三角コーンの考えはとても良いと思います。」 
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